平成29年度育児中の母親等社会参加促進事業実施要領
（趣旨）

第１　社会に希望と活力を与える子どもは「地域の宝」であり、子どもを生み、一人前の社会人として育て上げることは、きわめて尊い仕事である。
　　県では、「子育ては尊い仕事」であるという理念を広く県内に浸透させるため、育児により家庭にこもりがちな母親等に対し、子育て経験を通して社会参加を促進する「育児中の母親等社会参加促進事業」を実施する。

（実施主体等）

第２　本事業は、県、市町、地域子育て支援拠点及び協力企業等の協同により実施する。
（事業概要）
第３　次表のとおりとする。
	事業名
	概要
	実施場所

	（１）子育て現場で活かす取組
	ア　日々の育児を通して培われる感性・能力等を活かし、育児中の母親等が、地域子育て支援拠点等の活動補助を行う。

イ　地域子育て支援拠点等は、お礼として母親等に対して、協力企業等から提供される試供品等を配布する。
	地域子育て支援拠点等

	（２）商品開発などに活かす取組
	ア　育児中の母親等が、日々の育児を通して培われる感性・能力等を活かし、協力企業等の育児商品などに対する意見やアイデアを提供する。

イ　協力企業等は、お礼として母親等に対して試供品等を提供する。
	


（役割分担等）

第４　次表のとおりとする。
（1） 子育て現場で活かす取組
	実施主体
	役割
	実施内容

	地域子育て支援拠点等
	募集・選定
	母親等（以下「対象者」とする。）を募集・選定する。（必ずしも公募する必要はなく、日常の活動の状況から対象者を選定することもできるものとする。）
＜対象者＞

未就学児を育児中の母親等で、以下のいずれかに該当する者
・現在、地域子育て支援拠点を利用している人

・過去に利用したことがある人

	
	企画
	地域子育て支援拠点等の実情に応じて、対象者に依頼する内容を企画する。

（例）

・イベント等の補助・手伝い

・読み聞かせや手遊び、楽器の演奏等

・リトミックや体操教室等の講師

・先輩ママとしてのアドバイス（トイレトレーニングや卒乳など）

	
	試供品等の配布
	お礼として母親等に試供品等を配布する。

	実施主体
	役割
	実施内容

	地域子育て支援拠点等
	アンケート調査
	事業終了後、母親等にアンケート調査（調査票は後日送付）を行い、市町に提出する。

	
	実施計画等の報告
	事業計画及び事業報告を、随時、市町に報告する（別途県から市町を通じて依頼）。

	協力企業等
	試供品等の提供
	試供品等の提供。

	市町
	広報
	対象者の募集など、地域子育て支援拠点等の依頼がある場合に広報等に協力する。

	
	連絡調整
	県と地域子育て支援拠点等との連絡調整を行う。

	
	実施計画・アンケート等の提出
	地域子育て支援拠点等から提出された実施計画等及び母親等のアンケート調査を県に提出する。

	県
	広報
	事業実施状況等を広報する。

	
	協力企業等の募集
	協力企業等を募集する。

	
	試供品等の送付
	協力企業等の試供品等を地域子育て支援拠点等に送付する。


（2） 商品開発などに活かす取組
	実施主体
	役割
	実施内容

	地域子育て支援拠点等
	会場の確保、参加者の募集
	会場を確保し、参加者を募集する。（利用者に対する事前告知や申込等の実施は地域子育て支援拠点等が判断する。）

	
	実施計画等の報告
	日程決定後及び事業終了後、その都度、市町に報告する（別途県から市町を通じて依頼）。

	協力企業等

	日程調整等
	事業実施が決定した地域子育て支援拠点等に連絡を取り、日程調整や実施方法等について事前調整を行う。

	
	企画・実施
	・参加者に対して育児商品等の説明等を行う。

・簡単なアンケートや意見交換等により、育児経験者の視点からの意見やアイデアを聞く。

・お礼として、試供品等を配布する。

※留意事項

· 母親等の社会参加促進が目的の事業であるため、単に商品のPRの場としない。

・商品の内容は、育児用品、日用品、食品等、参加者が育児・家事の経験等を活かしたアイデアを出しやすいものとすること。
・個人情報を取り扱うに当たっては、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報の適正な取扱いに努めること。

	市町
	連絡調整
	県と地域子育て支援拠点等との連絡調整を行う。

	
	実施計画等の提出
	地域子育て支援拠点等から提出された実施計画等を県に提出する。

	県
	広報
	事業実施状況等を広報する。

	
	マッチング
	協力企業等と地域子育て支援拠点等のマッチングを行い、実施場所を決定する。


　附則
　この要領は、平成29年５月１日から施行する。







